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JQA 地球環境世界児童画コンテスト



19991999年、年、JQAJQAののPRPR活動活動

の一環としてスタート。の一環としてスタート。

第1回からUNICEFの後援を受けて

実施。

また第10回からは、JICA経由の応

募が追加されて、多くの子供たちが
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募が追加されて、多くの子供たちが

環境について考える機会が拡大し

ていきました。

応募数も、第1回の13,500点から多

い回では20,000点と、これまでの17

回の開催で総数 27万点を超えてい

ます。



第17回は、94ヶ国と最も多く、17,197点が応募されました

作品は、90を超える国々から届いています



■ 日本国内の小学校や中学校、美術アトリエ、個人 から
17 89 4 67

■ IQNet ※を通じて
※ IQNet: 世界各国のトップクラスの審査登録機関が加盟するネットワーク。

その登録件数は、世界全体の約1/3を占め、150ヵ国以上に及びます。）
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■ ⼤使館、国際交流協会 から
第17回は、シリア大使館から 45点、ハイチ大使館から

29点の応募をいただきました。

第17回は、中学校 89校、小学校 4校、アトリエ 67教室、

個人 95名から応募をいただきました



■ UNICEF から
第17回は、UNICEFを通してブルキナファソの 7作品の応募をいただきました。
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ブルキナファソの人間開発指数は世界188カ国中183位と非常に低く、子ども達の社会参加
の機会も限られています。そんな中、御コンクールへの参加を通して、同国の子ども達の間
で、環境に対する意識と絵画への関⼼が更に⾼まることを期待しております。



■ JICA を通じて
第17回は、バングラディシュ、インドネシア、マレーシア、マーシャル諸島、エチオピア、マラウイ、

ルワンダ、ベリーズ、ジャマイカ、ブータン、キルギス、ウズベキスタン、トンガ、ガーナ、モザンビーク、

スーダン、グアテマラ、アルゼンチン、インド、ラオス、フィジー、カメルーン、ケニア、ナミビア、

ウガンダ、ホンジュラスから、計 2,774点の応募をいただきました。
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クレヨンと画用紙は、参加奨励賞としてJQAが贈ったものです。



JICA ⻘年海外協⼒隊からのレター（作品と共に届いた手紙）
【インドネシア】
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「子供たちは苦労しながらも『地球の声』を想像し、楽しみながら取り組んでく
れました。“自由に絵を描く”という経験が今まであまりなく、『想像して描く』
ことは彼らにとって難しかったようですが、今後経験を積ませてまた次回チャレ
ンジできたらと思います。」



JICA ⻘年海外協⼒隊からのレター（作品と共に届いた手紙）
【モザンビーク】
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「地球は誰のものと聞いた時には『人間！』と答えるような状況でしたが、今回
のコンクールを基に少しずつ子供たちの意識も変わってきたと感じました。」



JICA ⻘年海外協⼒隊からのレター（作品と共に届いた手紙）
【トンガ】
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「トンガ王国エウア島のエウア中⾼等学校の生徒42名によるものです。情操教
育のうち特に美術に触れる機会の少ない離島の学生達はこのような機会を得たこ
とに喜びを感じ作品制作にあたったと聞いており、それが伝わる作品となってい
ると存じます。」



最終審査会の様子最終審査会の様子最終審査会の様子最終審査会の様子

一次審査後、国内一次審査後、国内一次審査後、国内一次審査後、国内50点、海外点、海外点、海外点、海外180点の作品の中から最優秀賞、国内最優秀賞、海外最点の作品の中から最優秀賞、国内最優秀賞、海外最点の作品の中から最優秀賞、国内最優秀賞、海外最点の作品の中から最優秀賞、国内最優秀賞、海外最

優秀賞、ユニセフ賞、優秀賞、ユニセフ賞、優秀賞、ユニセフ賞、優秀賞、ユニセフ賞、JQA特別賞、特別賞、特別賞、特別賞、IQNet特別賞、審査員特別賞が選ばれます。特別賞、審査員特別賞が選ばれます。特別賞、審査員特別賞が選ばれます。特別賞、審査員特別賞が選ばれます。
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第18回の募集が始まりました。

皆さまからの応募を心からお待ち

しています。

テーマ : みんなの宝物、地球
〆切 : 2017年5月31日
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〆切 : 2017年5月31日

【お問い合わせ先】

JQA企画部広報課

TEL 03-4560-9001

（地球環境世界児童画コンテスト事務局）


